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このガイダンスは、ドイツ連邦政府の持続可能な金融諮問委員会（Sustainable Finance Advisory Committee）の

作業、VBAとInternal Foundation for Valuing Impact（IFVI）が開発した方法論、また統合損益計算書（Integrated 
Profit & Loss Accounts）や環境損益計算書（Environmental Profit & Loss Accounts）を取り巻く動向を考慮した上

で、企業（報告主体）がインパクトを開示するための助けとなる提案をまとめたものである。

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

1. はじめに

（測定） （貨幣価値換算） （インパクト）
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本書の主要なポイント

• インパクトステートメント（IS）では、明確・簡

潔・比較可能な形で社会・環境に対するインパク
ト情報が示される。透明性は、投資家、顧客、規
制当局を含むステークホルダーが、サステナブル
な価値創造における組織の貢献を理解する助けと
なる。

• 貨幣価値換算されたインパクトデータと財務デー
タは性質がちがうため、ISと財務諸表は統合せず
に、並べて開示する。

• ISでは、サステイナビリティ関連のデータを集計

でき、データポイントの数を減らすことができる
。但し、ネッティング（相殺）はしない。

• インパクトの記録・開示はアカウンタビリティを
示す。ISでサステナブルな価値創造に関する組織

のコミットメントが明示され、ステークホルダー
はそれが実行されているか評価できる。

• インパクトに関する企業のパフォーマンスを明確
に評価できることで、資本・投資、消費、政策立
案においてより良い意思決定のベースとなる。

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

• 規制が急速に拡大する中、ISは、企業がCSRDや欧州
サステナビリティ報告基準（ESRS）などの法的要件

や基準を満たす助けとなる。インパクト評価、リス
ク軽減、可能性の認識、信頼性向上など、コンプラ
イアンスに有益である。

• ISは、企業運営を持続可能な開発目標（SDGs）など

の目標と整合させるのに役立つ。事業戦略にサステ
イナビリティへのコミットメントが確実に反映され
、組織の長期的なバイタリティと競争力に繋がる。

• インパクト評価・開示により、サステイナビリティ
に関するリスクの特定ができ、リスクが重大な問題
に拡大する前に対処が可能になる。

• ISは、ステークホルダーとの対話を促進することか

ら、インパクトに関する議論にステークホルダーを
巻き込み、信頼関係の構築・関係強化に役立つ。

• インパクトについての効果的なコミュニケーション
は製品やサービスの差別化につながる。環境・社会
的企業責任に関する説明能力は、個人的な理由また
は規制などの理由でこれらの価値を優先する顧客の
獲得に役立つ。
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本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

貨幣価値換算を用いたインパクトの開示が必要な一方、標準化やデータの透明性の面で不足があり、その

溝を埋めるのが本ガイダンスの目的である。柔軟性を持たせながらも、規制や自主的なコミットメントを

満たすISの開示を奨励する。規制が刻々と変化する中でも対応できるよう、特定の規制や財務詳細には触れ

ずに貨幣価値換算したデータを開示する方法を示す。これは、企業責任に関する意思決定をサポートする

というVBA、 IFVI、Global Reporting Initiative （GRI）などの組織のミッションと添うもので、EUのサステナ

ビリティ開示指令（CSRD）や米国証券取引委員会（SEC）の気候関連開示規則を含む主要な規制と互換性

をもつものを目指している。

2. 本ガイダンスの目的
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3. インパクトステートメントの目的と範囲

3.1 目的

•ISは、企業が社会や環境に与える正・負（ポジティブ・ネガティブ）両方のインパクトを、財務諸表と同

様に、透明性をもって明確、比較可能、かつ簡潔に開示するものである。財務指標や企業価値への影響を

評価するものではない。

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

3.2 開示の必須項目

⮚ 自然資本：温室効果ガス排出、土地利用、

水使用、廃棄物

⮚ 社会的資本：労働安全・衛生、研修及び生

活賃金

上記のカテゴリーは、VBA・IFVIが開発した方法

論に基づく。最低限これらの項目を開示し、非

開示の場合は理由を説明する。

3.3 データ開示の範囲

⮚ 規制のデータポイント：関連する規制によ

り義務付けられている指標・情報。内部分析

を通じてマテリアリティがあると特定される

指標を優先する。

⮚ 自主的な開示：社会と環境へのインパクト

（ポジティブ・ネガティブ両方）について、

透明性と説明責任を高めるのに有用な指標や

情報の開示が奨励される。
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3.6 補足説明

• ISでは、主に現在の実際の情報に焦点を当てる。見込み情報が含まれる場合は、財務諸表で既に考慮されて

いる範囲内の事象のみ対象とする。

• ISと財務データは異なるため、財務諸表にインパクトデータは統合しない。ISは補完情報として、財務諸表

とともに開示する。

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

3.5 バリューチェーンの範囲

バリューチェーン全体にわたるインパクトが対象。

⮚川上（サプライチェーン、スコープ２、３）：原

材料の採取、調達、サプライヤー・下請業者との

取引など。

⮚自社業務（スコープ１）：生産、製造、研究開発

、マーケティング、販売など、企業が直接管理・

運営するすべての活動。

⮚川下（製品のインパクト、スコープ３）：流通、

小売、消費者による使用、使用済み製品の扱いな

ど、企業の管理が及ぶ活動の後の段階。

3.4 手法についてのガイダンス

• 期間は、財務諸表の期間に従う。

• 貨幣価値換算には、IFVI・VBAなどの確立された方

法論（換算率を含む）を利用する。

• 他の換算手法を用いる場合は、忠実・中立・正確

といった原則に沿い、業界の指針にあったもので

あること。換算率、データ提供元などについて情

報源を明記にする。

• 最終的な目標は、バリューチェーン全体における

企業のインパクトを明確かつ意味のある形で提示

することである。
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4. 定義
規制の枠組みの中で確立された定義に沿うこと。具体的な定義がない場合、または定義が不明瞭な場合は

、IFVIおよびVBAが提供する定義を使うことができる。（それ以外の場合は、明確に説明。）

データポイント

• 実際の情報、見込み情報、推定値を含め、ISに入力されるデータの全て。

活動データ

• 一定期間内において、環境・社会・経済に影響を及ぼす可能性のある人間の活動について、そのレベル

または規模を表す定量的（数値）情報、また場合によっては定性的（数値にできない）情報も含む。

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)
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5. インパクトステートメントの構成、内容、注記

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

5.1 透明性・柔軟性・ベストプラクティス

• ISでは、透明性を優先する。（特に規制を超え

る範囲でデータを自主的に開示する場合。）デ

ータの性質については透明性を確保し、貨幣価

値換算方法を明確に示す。

• データは様々なレベルで開示が可能。例えば、

事業全体、特定の部門（例：ロケーションごと

、事業内容ごと）、部署、さらにプロジェクト

ごと（例：官民パートナーシップの取り組み、

プロジェクトファイナンスの事業）など。

5.2 データ開示に関するコミットメントのレベル

• コンプライアンスに必要なデータ（必須）：報

告主体が法的に開示を義務づけられているデー

タ。自社事業、およびバリューチェーンを網羅

する。

• コミットメントとしてのデータ（任意）：社会

・環境へのインパクトにおいて、透明性とアカ

ウンタビリティへのコミットメントを示すため

に、法的義務を超えて、企業が自主的に開示す

るデータ。

• セクター、業界、その他のインパクト推定値：

報告主体が属するセクター、業界、その他の関

連分野のインパクトについて、第三者（データ

プロバイダー）から入手できる推定値。
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本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

5.3 表（インパクト・テーブル）の構成

ISは、バリューチェーン全体にわたるインパクト

の貨幣価値を把握・提示するためのものである。

資本タイプ、バリューチェーンの段階、指標（メ

トリクス）の3つから構成される。

• 資本タイプ、バリューチェーンの段階において

、複数の項目を表示することが可能。

• 資本タイプごとに、バリューチェーンを通して

の合計を貨幣価値で示す。

• マイナスの額は負の（ネガティブ）インパクト

、プラスの額は正の（ポジティブ）インパクト

を表す。

表（インパクト・テーブル）の例
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様々なインパクト・テーブルのテンプレート

5.3.1 報告主体（企業）用のインパクト・テーブル（１）

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

訳注：詳細については、次ページ
以降にある各項目の説明を参照の
こと。

Natural Capital, Economic Capital, 
Social Capital

→ 資本の種類

Item, Measure, Metric

→ 指標（メトリクス）

Upstream, Own Operations, 
Downstream

→ バリューチェーンの段階

Monetary Value 

→ 貨幣価値換算した値

Fiscal Year

→ 時間軸
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5.3.1 報告主体（企業）用のインパクト・テーブル（２）

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

訳注：バリューチェーンの欄にス
コープ１、２、３の内訳を追加し
て表記する企業用テンプレートの
例。

資本の種類、指標（メトリクス）
、バリューチェーンの段階、貨幣
価値換算、時間軸については、前
述の通り各項目を参照のこと。
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本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

5.3.2 業界単位のインパクト・テーブル

訳注：業界単位でインパクトをま
とめたテンプレートの例。バリュ
ーチェーンの内訳のかわりに、企
業ごとの値（Entity 1,2,3）を内訳
として表記。

資本の種類、指標（メトリクス）
、貨幣価値換算、時間軸について
は、前述の通り各項目を参照のこ
と。
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本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

5.3.3 複数の業界をまたぐインパクト・テーブル

訳注：複数の業界をまたぎ、国、
地域、全世界レベルでインパクト
をまとめたテンプレートの例。業
界ごとに貨幣価値換算した値（
Industry 1, 2, 3）を内訳として表記
。

資本の種類、指標（メトリクス）
、貨幣価値換算、時間軸について
は、前述の通り各項目を参照のこ
と。
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本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

5.3.4 複数の期間をまたぐインパクト・テーブル

訳注：複数の期間をまたいでイン
パクトを表記するテンプレートの
例。期間ごとに貨幣価値換算した
値（Period 1, 2, 3）を内訳として表

記。企業、業界、国などの様々な
レベルで適用可能。（
Company/Industry/Countryの欄に明
記する。）

資本の種類、指標（メトリクス）
、貨幣価値換算については、前述
の通り各項目を参照のこと。
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5.5 バリューチェーンの段階

• 川上：自社事業の前の段階の活動、主にサプライ
ヤーによるインパクト。

• 自社業務：報告主体の事業活動に直接起因するイ
ンパクト。

• 川下：報告主体の事業活動後に発生するインパク
ト。製品の使用や廃棄に関するものなど。

本資料は（⼀財）社会変⾰推進財団との業務委託契約に基づき、SIMI の責任において制作されました。原著の著作権は当該資料を作成した作者にあり、⽇本語化された資料の著作権は（⼀財）社会変⾰推進財団及び（⼀財）社会的インパクト・マネジメント・イ
ニチアチブにあります。(https://simi.or.jp/grc)

5.4 資本の種類

インパクトデータは、資本の種類によって類型化

する。

⮚規制で義務付けられているデータ：開示義務の

あるデータポイントを優先し、法的なコンプラ

イアンスと透明性を確保する。

⮚自然資本：企業が自然環境に与えるインパクト

。温室効果ガス排出量、水使用量、廃棄物発生

量、生物多様性など。

⮚人的・社会的資本：さまざまなステークホルダ

ー（従業員、コミュニティ、社会など）へのイ

ンパクト。安全・衛生、人権、労働慣行、地域

社会の発展など。

⮚経済：企業の財務実績、経済への広範な貢献に

関するインパクト。雇用創出、納税、地域経済

の発展、研究やイノベーションへの投資など。

5.6 指標（メトリクス）

⮚項目：特定のインパクトまたは依存項目（例：温
室効果ガス排出量）

⮚単位：項目の測定単位（例：CO2排出トン）

⮚指標：指定された測定単位を用いたインパクトの
定量値

⮚貨幣価値：貨幣価値換算されたインパクトの額
（例：ユーロ）通常、千（K)または百万（M)単位
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貨幣価値換算

• 貨幣価値換算は、測定されたインパクト（CO2トン、従業員数など様々な単位で表される）を、共通
の貨幣単位（ドル、ユーロなど）に変換するプロセス。

データポイントの定量値 X 対応するバリューファクター（換算率）で計算される。

• 適切なバリューファクター（換算率）を使うことが重要。確立され、市場で受け入れられているバリ

ューファクターを使う。バリューファクターは原則として、

⮚概念が明確できちんと定義されていること

⮚国際的に認知された開示の手法に基づいていること

⮚広く受け入れられている基準に基づくこと

⮚定期的に更新される有用で確実なデータに裏付けられていること

⮚科学的根拠があり、国際的に認められた評価方法に基づいていること

• 確立されたバリューファクターが存在しない場合は、バリューファクターの導出方法と使用した基礎
データについて詳細を示し透明性を確保する。

16
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5.8 注記

注記には以下を含め、インパクト・テーブルを理

解するために必要な情報を記載する。

⮚データソース（データ提供元）：直接収集した

もの、第三者（信頼できるデータプロバイダー

）から入手したもの、推定など。

⮚バリューファクター（換算率）：インパクトの

貨幣換算に使用した換算率。確立されていない

換算率については説明を明記。

⮚貨幣価値換算の手法：確立されたバリューファ

クターや貨幣価値換算の手法が存在しない場合

、方法論を記載。

⮚想定事項と制約事項：データ収集および貨幣価

値換算のプロセスにおける想定事項や制約事項

。

5.7 時間軸

• 最低限、現時点の実際の情報として１年度分を記

載する。財務諸表と同様、比較として前年度のデ

ータも並べて開示するのが最善。

• 現時点での情報に加えて、法的規制や自主的に設

定した目標に沿う形で、予測を組み入れることも

ある。（その場合、予測の手法を明記する。）
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6. 原則

1. バリューチェーンで連携するパートナーから報告されるデータを優先する。

2. 信頼できるデータプロバイダーを利用する。（データを直接入手できない場合。）

3. モデリングで予測を強化する。

4. 産業、地理、人口など関連する状況に沿った、具体的かつ適切なデータを提示する。

5. インパクトは貨幣価値換算を用いて示す。

6. 貨幣価値換算の手法を提示する。（特に、確立されたバリューファクターが存在しない場合など。）

7. 規制対象外のデータも自主的に開示してよい。（特に進捗を示すデータなど）

8. IFVI・VBA のバリューファクターを優先して使う。（質を確保した上で他の手法も使用可。確立した換

算率がない場合は方法論を記載。）

9. 前年度の情報も比較として提示する。

10. 項目の表示・分類などは、できる限り一貫性を維持する。

11. 公認監査人から限定的保証を受けるのが最善。
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6. 原則（続き）

12. 適時な開示のため、ISは少なくとも年１回は開示する。

13. データの報告・解釈には、ベンチマークとなる業界平均を考慮する。

14. データギャップ（必要なデータがない状態）を防ぐための対策を実施する。ステークホルダーと連

携し、法的義務の変化を注視して、適切なデータの収集に努める。

15. すべての面で完全でなくても、できるだけ正確なデータを開示するよう努める。概算を含む場合、

見積もりは正確・合理的で、十分な質・量の情報に基づくものであること。説明を注記する。

16. 直接採取した一次データを報告データとして優先する。一次データを入手できない場合は、信頼で

きるデータプロバイダーからの二次データを利用する。

17. 業界平均は、信頼できるデータプロバイダーなどから入手が可能。（データ提供元を記載する。）

18. 関連するアウトカムを合算し、インパクトドライバー（インパクト要因）ごとの集計を提示する。

19. 各インパクトに対応するインパクトドライバーの定義・提示は、報告主体が行う。

20. 異なる種類の資本やインパクトドライバーをまたぐネッティング（相殺）は避ける。インパクトド

ライバーの集計は、それぞれの資本（経済・金融、人・社会、自然）内でのみで行う。
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ご利用条件

本資料は一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニシアチブ（Social Impact Management 

Initiative: SIMI）（以下「当法人」といいます）が運営するSIMIグローバルリソースセンター（以下「本

ウェブサイト」といいます）に掲載されているものです。

本ウェブサイトを利用される前に以下の利用条件をお読みいただき、これらの条件にご同意された場合の

みご利用ください。本ウェブサイトをご利用されることにより、以下の条件にご同意されたものとみなし

ます。

なお、以下の条件は、予告なしに変更されることがあります。本条件が変更された場合、変更後の利用条

件に従っていただきます。あらかじめご了承ください。

1．著作権について

本ウェブサイト上のすべてのコンテンツに関する著作権は、特段の表示のない限り当法人および当該資料

の原著の作者に帰属しております。そのすべてまたは一部を、法律にて定められる私的使用等の範囲を超

えて、無断で複製、転用、改変、公衆送信、販売などの行為を行うことはできません。

２．免責事項

本ウェブサイトは、社会的インパクト・マネジメントに関連する海外の文献や資料を、日本語に訳しまと

めたものを、著者及び出版元の許可を得て掲載しています。本ウェブサイトに掲載されているコンテンツ

は、あくまでも便宜的なものとして利用し、適宜、英語の原文を参照していただくよう、お願いいたしま

す。

誤りのないようあらゆる努力をしておりますが、誤訳、あるいは、掲載されている情報の使用に起因し

て生じる結果に対して、当法人関係者及び当ウェブサイトは、一切の責任を負わないものといたします

。

当法人は、予告なしに、本ウェブサイトの運営を中断または中止、掲載内容を修正、変更、削除する場

合がありますが、それらによって生じるいかなる損害についても一切責任を負いません。また本ウェブ

サイトのご利用によりご使用者様または第三者のハードウェアおよびソフトウェア上に生じた事故、デ

ータの毀損・滅失等の損害について一切責任を負いません。

３．リンクについて

営利、非営利、イントラネットを問わず、本ウェブサイトへのリンクは自由です。 ただし、公序良俗

に反するサイトなど、当社の信用、品位を損なうサイトからのリンクはお断りします。また事前事後に

かかわらず、その他の理由によりリンクをお断りする場合もあります。

４．資料の引用について

本ウェブサイト上に掲載された日本語まとめ、抄訳及び翻訳資料を引用する際には、出典の著作者名と

して「一般財団法人社会的インパクト・マネジメント・イニチアチブ（SIMI）グローバルリソースセン

ター」及び当該資料の原著の著作者名を、併せて明記ください。なお、引用の範囲を超えると思われる

場合は、当法人および当該資料の原著の著作権者に了解を得てください。
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